
 

 

 

   

 

 

 
  

 

   

 
  

 
  

   

 

 
(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。

  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無  無 

(注) 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当行が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株

式(非上場)の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無  無 
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1. 平成23年３月期第３四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年12月31日）

(1) 連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第３四半期 19,802 △0.9 712 △58.1 765 △53.7
22年３月期第３四半期 19,992 △12.9 1,702 ─ 1,654 ─

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益
円 銭 円 銭

23年３月期第３四半期 3.88 1.96
22年３月期第３四半期 12.03 7.83

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第３四半期 1,234,064 50,727 4.0 235.15
22年３月期 1,176,498 51,686 4.3 241.80

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 50,587百万円 22年３月期 51,548百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 1.00 ─ 1.00 2.00

23年３月期 ─ 1.50 ─

23年３月期
(予想)

1.50 3.00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,800 △1.9 1,700 △14.8 1,700 △26.0 13.10



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.３「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 有

 ② ①以外の変更 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 129,714,282株 22年３月期 129,714,282株

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ 15,658株 22年３月期 4,290株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期３Ｑ 129,703,098株 22年３月期３Ｑ 129,710,515株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項



 　○ 種類株式の配当の状況

　 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期

23年3月期
（予想）

1.73 

第Ⅲ種優先株式

(基準日)

22年3月期

年　間　配　当　金

― ― ―

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期　末

1.84 1.84 

合　計

1.73 3.46 

― ―
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当第３四半期連結累計期間の損益状況につきましては、経常収益は、運用残高の増加による有価証券

利息配当金や国債等債券売却益が増加いたしましたが、貸出金利回りの低下等により貸出金利息が減少

いたしました結果、前年同期比１億90百万円減少の198億２百万円となりました。 

一方、経常費用は、預金金利の低下により預金利息は減少いたしましたが、株式相場の下落による株

式等償却費用の増加等により前年同期比８億円増加の190億89百万円となりました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の経常利益は、前年同期比９億90百万円減少の７億12百万円と

なりました。 

また、四半期純利益は前年同期比８億89百万円減少の７億65百万円となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、コールローン、有価証券等の増加により前連結会計年度末

比575億66百万円増加の１兆2,340億64百万円となりました。負債は、預金等の増加により前連結会計年

度末比585億26百万円増加の１兆1,833億37百万円となりました。また、純資産はその他有価証券評価差

額金の減少等により、前連結会計年度末比９億59百万円減少の507億27百万円となりました。 

主要な勘定残高につきましては、貸出金は前連結会計年度末比159億64百万円減少の8,632億16百万円

となりました。有価証券は前連結会計年度末比625億80百万円増加の2,942億19百万円となりました。ま

た、総預金（譲渡性預金含む）は前連結会計年度末比586億52百万円増加の１兆1,493億11百万円となり

ました。 

  

 平成22年５月13日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

－2－

㈱きらやか銀行(8520)　平成23年３月期　第３四半期決算短信



該当事項はありません。 

  

(簡便な会計処理) 

① 減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法

により算定しております。 

② 貸倒引当金の計上方法 

「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てて

いる債権等以外の債権に対する貸倒引当金につきましては、中間連結会計期間末の予想損失率をも

とに必要に応じて合理的な見直しを行った引当率を適用して計上しております。 

③ 税金費用の計算 

法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出に

係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

④ 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、年度決算と同様の方法により行っております

が、重要な変動がないと認められる前提条件については、中間連結会計期間末における前提条件を

適用しております。 

  

（会計方針の変更） 

・「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間から「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号平成20年３月10

日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号平成

20年３月10日)を適用しております。 

 これによる経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

・資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号平成20年

３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号平成20

年３月31日)を適用しております。 

 これにより、経常利益は２百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は93百万円減少しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は113百万円であります。 

（表示方法の変更） 

・四半期連結貸借対照表関係 

「銀行法施行規則等の一部を改正する内閣府令（内閣府令第41号平成22年９月21日）の適用によ

り、前連結会計年度末まで区分掲記しておりました「負ののれん」は、当第３四半期連結会計期間

末において「その他負債」含めて表示しております。 

・四半期連結損益計算書関係 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号平成20年12月26日)に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日内閣府令第５号)の適用により、当第３四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 31,274 29,434

コールローン及び買入手形 21,000 10,000

商品有価証券 214 223

有価証券 294,219 231,639

貸出金 863,216 879,180

外国為替 501 493

その他資産 9,051 9,855

有形固定資産 17,814 18,206

無形固定資産 1,634 1,971

繰延税金資産 5,152 4,994

支払承諾見返 8,580 9,239

貸倒引当金 △18,594 △18,740

資産の部合計 1,234,064 1,176,498

負債の部   

預金 1,149,011 1,087,659

譲渡性預金 300 3,000

外国為替 39 11

社債 12,000 12,000

その他負債 6,740 6,018

退職給付引当金 3,512 3,517

役員退職慰労引当金 116 112

利息返還損失引当金 4 8

睡眠預金払戻損失引当金 233 344

繰延税金負債 22 22

再評価に係る繰延税金負債 2,775 2,799

負ののれん － 77

支払承諾 8,580 9,239

負債の部合計 1,183,337 1,124,811

純資産の部   

資本金 17,700 17,700

資本剰余金 22,986 22,986

利益剰余金 5,961 5,843

自己株式 △1 △0

株主資本合計 46,646 46,529

その他有価証券評価差額金 53 1,099

繰延ヘッジ損益 － △1

土地再評価差額金 3,887 3,921

評価・換算差額等合計 3,941 5,018

少数株主持分 139 137

純資産の部合計 50,727 51,686

負債及び純資産の部合計 1,234,064 1,176,498
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

経常収益 19,992 19,802

資金運用収益 17,158 16,566

（うち貸出金利息） 15,243 14,499

（うち有価証券利息配当金） 1,858 2,017

役務取引等収益 2,422 2,383

その他業務収益 145 438

その他経常収益 265 412

経常費用 18,289 19,089

資金調達費用 2,245 1,928

（うち預金利息） 1,964 1,680

役務取引等費用 1,211 1,321

その他業務費用 51 45

営業経費 13,113 13,112

その他経常費用 1,667 2,681

経常利益 1,702 712

特別利益 205 283

固定資産処分益 10 35

役員退職慰労引当金戻入額 78 －

償却債権取立益 106 248

その他の特別利益 10 0

特別損失 170 182

固定資産処分損 16 27

減損損失 114 63

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 91

その他の特別損失 39 －

税金等調整前四半期純利益 1,738 813

法人税、住民税及び事業税 64 46

法人税等調整額 11 △0

法人税等合計 75 46

少数株主損益調整前四半期純利益  767

少数株主利益 8 2

四半期純利益 1,654 765
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当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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(参考)　平成23年３月期　第３四半期決算説明資料

 平成23年３月期第３四半期(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)における四半期情報についてお知らせします。

 １．損益の状況【単体】

(単位：百万円)

△ 88

2,198

1,789

381

2,171

61

417

-

5,366

△ 3,576

1,398

第３四半期 第３四半期 平成22年３月期
増　減

平成22年３月期平成23年３月期 (参考) 前期

(９か月間) (12か月間)

11,923

26,407

21,472

21,503

20,153

1,328

△ 9

△ 30

16,106

1,212

3,599

3,231 3,721

△ 634

1,343

3,618

3,779

708

576

4,414

△ 2,959△ 3,021

602

△ 9419,299

(B)  (A)－(B)

(９か月間)

資 金 利 益

① 業 務 粗 利 益

コ ア 業 務 粗 利 益 (①－②)

14,458

経 常 収 益 19,204

(A)

380

769

367

14,741

58

886

75

△ 95

△ 40515,240

15,608 15,703

15,645

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

経 費 ( △ 除 く 臨 時 処 理 分 )

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 )②

5,588

12,008

人 件 費

物 件 費 5,843

株 式 等 関 係 損 益

③ 業務純益 (一般貸倒繰入 前 )

税 金

臨 時 損 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益 (③－②)

597

⑤ 不 良 債 権 処 理 損 失 額

④

△ 892

△ 897

△  19

1,231

(④＋⑤)貸 倒 償 却 引 当 費 用

四 半 期 純 利 益 674

法 人 税 等 調 整 額

29法 人 税 住 民 税 及 び 事 業 税

△ 6 6

税 引 前 四 半 期 純 利 益 696

特 別 損 益

-

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

99

1,398

△ 357

△ 1,819

5,367

5,954

1,453

△ 132

△ 1,483

1,454

24

1,479

38

△ 12

220

304

309

5,396

7,370

7,947

789

5,366

△ 110

△ 25

△ 283

△ 116

84

△ 779

615

△ 179

△ 489

△ 795

△ 856

△ 61

74

△ 111

503

△ 764

591

⑥（うち貸倒引当金戻入益）

(参考)与信関連費用（④＋⑤－⑥） 9815037081,212

- -

△ 9

△ 782

　当第３四半期の損益状況は、経常収益は、前年同四半期比９４百万円減少し１９２億４百万円となりま
した。経常利益は、前年同四半期比８億５６百万円減少し５億９７百万円となりました。
　四半期純利益は、前年同四半期比７億７９百万円減少し６億７４百万円となりました。
　また、銀行本来の収益力を表すコア業務純益は、前年同四半期比４億８９百万円減少し３２億３１百万
円となりました。
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 ２．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示【単体】

(単位：百万円)

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

３．時価のある有価証券の評価差額【単体】

(単位：百万円)

(注)１．「評価差額」及び「含み損益」は、四半期末時点の帳簿価額と時価との差額を計上しております。

 　 ２．変動利付国債については、合理的な見積りに基づき算定された価額により評価しております。

　　３．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、子会社・関連会社株式で時価のある

　　　ものはありません。

(単位：百万円)

危 険 債 権 42,364 39,211

うち損

△ 16,690

△ 17,386

6.08% 5.99%

882,641 895,495

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債権

7,581 10,752 8,440

平成22年12月末 平成21年12月末 平成22年３月末

42,322

220,906 4,315

3,033167,167

総 与 信 残 高 比 6.03%

時価 評価差額

△ 0.05 0.04

145

平成21年12月末

うち益 うち損

帳簿価格 含み損益

満 期 保 有 目 的 の 債券 8,918 74 220

要 管 理 債 権 3,020 3,771 2,900△ 750 120

正 常 債 権 △ 3,763

△ 4,532

52,966開 示 債 権 合 計 △ 768

総 与 信 残 高 878,108

3,152 42

うち益

平成21年12月末

825,142 828,905 841,832

53,735 53,663△ 696

21年12月末比 22年３月末比

△ 3,170 △ 859

827

3,404

2,334

166

903

454

45,728

911

株 式

債 券

そ の 他

そ の 他 有 価 証 券

2,866

△  75

8,010 △  1,879

　当第３四半期末の金融再生法開示債権額は、前年同四半期比７億６８百万円減少し、５２９億６６百
万円となりました。また、総与信残高に占める金融再生法開示債権比率は、前年同四半期比０．０５ポ
イント減少し、６．０３％となりました。

　当第３四半期末のその他有価証券の評価差額は、３６百万円の評価益となりました。
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満期保有目的の債券で時価のあるもの (参考) (単位：百万円)

国債

地方債

社債

その他

小計

国債

地方債

社債

その他

小計

(注) 時価は、当第３四半期会計期間末日における市場価格等に基づいております。

その他有価証券で時価のあるもの (参考) (単位：百万円)

株式

債券

国債

地方債

社債

その他

小計

株式

債券

国債

地方債

社債

その他

小計

(注)１．四半期貸借対照表計上額は、当第３四半期会計期間末日における市場価格等に基づく時価により計上したもので

　　　　あります。

 　 ２．変動利付国債については、合理的な見積りに基づき算定された価額により評価しております。

平成22年12月末

平成22年12月末

13,825

74,911

6,569

56,383

22,936

3,564

29,882

53,629

種類

種類

-

-

1,000

1,000

四半期貸借対
照表計上額

-

-

5,569

42,434

211,346

4,702

5,569

-

110,025

4,893

-

貸借対照表
計上額

取得原価 差額
四半期貸借対
照表計上額

192

1,000

1,130

△ 115

△ 115

△ 199

△ 786

△ 2,827

1,262

△ 1,837

△ 203

△ 2

△ 1

13,374

36,154

220,805

664

2,608

2,069

29

509

817

4,089

14,948

4,013

699

10,235

33,327

222,068

1,631

150,694

110,600

2,151

37,941

32,324

184,650

7,831

△ 3,124

36

2,295

153,302

112,670

2,181

38,451

33,142

188,740

5,993

合計

-

-

5,762

-

5,762

-

41,624

208,185

6,047

4,847

53,038

56,788

-

-

-

108,443

884

差額

77

時価が(四半期)貸借
対照表計上額を超え
ないもの

-

-

230

取得原価

363

合計 6,647

884

時価

3,597

差額

166,330

132

810

-

-

192

-

貸借対照表
計上額

時価

-

-時価が(四半期)貸借
対照表計上額を超え
るもの

差額

平成22年３月末

-

-

7,234

-

-

7,024

-

-

130

7,234

-

-

129

7,024

-

862

992

-

210

-

210

-

-

△ 0

△ 137

△ 295

△ 1,374

168,548

△ 137

8,154 8,227 72

23,012

10,036

12,588

14,745

4,011

698

(四半期)貸借対照表
計上額が取得原価を
超えるもの

(四半期)貸借対照表
計上額が取得原価を
超えないもの

2,217

1,581

30,178

15,200

△ 76

286,221

78,036

286,257

平成22年３月末

△ 32

45

590

3,160

△ 1,345

△ 404
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４．中小企業等貸出金【単体】

(単位：百万円)

 中小企業等貸出金比率 ％
ﾎﾟｲ

ﾝﾄ
％

 中小企業等貸出金残高

５．預金等・貸出金残高【単体】

(単位：百万円)

 預金等

 うち個人預金

 貸出金

 うち消費者ローン

(注)１．預金等には、譲渡性預金を含んでおります。

　　２．消費者ローンには、住宅ローンを含んでおります。

６．預かり資産残高【単体】

(単位：百万円)

 投資信託

 公共債 (国債等)

 個人年金保険

 合　計

11,198

94,737

164,457

△ 861

△ 2,624 161,939161,832

100,346

10,336 △ 1,266

58,521

平成22年３月末
22年３月末比

5,608

△ 7,37151,150 △ 7,121

△ 106

8,281

平成22年12月末
21年12月末比

92,064

11,603

58,271

平成21年12月末

247,978

861,438 △ 1,762 △ 15,803 863,201

881,341 30,708 33,876 850,632

1,149,733 34,772 58,618 1,114,961

21年12月末比 22年３月末比

847,464

877,241

246,689

平成22年12月末 平成21年12月末 平成22年３月末

1,091,115

241,025 △ 6,953 △ 5,663

平成22年12月末 平成21年12月末 平成22年３月末
21年12月末比 22年３月末比

83.71 0.33
ﾎﾟｲ

ﾝﾄ △ 0.31

737,122

83.38 84.02 ％

721,188 1,438 △ 15,934 719,750

　投資信託は前年同四半期比７１億２１百万円、公共債は前年同四半期比１２億６６百万円減少
しましたが、個人年金保険が前年同四半期比８２億８１百万円増加し、預かり資産残高合計で
は、前年同四半期比１億６百万円減少の１，６１８億３２百万円となりました。

　預金等残高は、個人預金等の増加により、前年同四半期比３４７億７２百万円増加し、１兆１，
４９７億３３百万円となりました。
　また、貸出金残高は、消費者ローンの減少により、前年同四半期比１７億６２百万円減少し、
８，６１４億３８百万円となりました。

　中小企業等貸出金残高は、前年同四半期比１４億３８百万円増加し、７，２１１億８８百万円と
なりました。
　また、中小企業等貸出金比率は、前年同四半期比０．３３ポイント増加し、８３．７１％となり
ました。
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